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一 般 質 問 要 旨

伊 東 市 議 会



一　般　質　問　順　序

１　　　竹　　田　　昭　　直　　君

２　　　土　　屋　　　　　進　　君

３　　　楠　　田　　一　　男　　君

４　　　鈴　　木　　克　　政　　君

５　　　佐　　藤　　美　　音　　君

６　　　浅　　田　　良　　弘　　君

７　　　稲　　葉　　富 士 憲　　君

８　　　重　　岡　　秀　　子　　君

９　　　佐　々　木　　　　清　　君

10　　　大　　島　　春　　之　　君

1



一　般　質　問　要　旨

議　員　　竹　田　昭　直　　

１　災害に対応する市民の安心・安全について

　⑴　災害防災体制の整備について

⑵　自主防災活動支援について

⑶　広域避難場所、避難所の整備について

⑷　消防団活動支援について

⑸　民間災害ボランティア活動団体との連携体制について

２　学校教育について

　⑴　新教育長就任に伴う抱負について

⑵　有害サイト（インターネット・プロフ・ブログ）対策について

⑶　児童生徒の不登校及び適応指導対策について

　⑷　中学校、高校進学指導状況及び公立中高一貫校設置について　

３　環境・観光・福祉面における公共交通機関の利用促進について
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一　般　質　問　要　旨

議　員　　土　屋　　進　　

１　安心・安全な住みよいまちの観点から、地域防災と災害対策の充実に関し、次の事項

について市長の考えを伺う。

　⑴　伊東市が所有する公共建築物の耐震化計画の進捗状況を伺う。また、小・中学校耐

震化の緊急性に対し、どのように考え取り組むか。

　⑵　津波避難ビルの指定は喫緊の課題と考えるが、その進捗状況を伺う。

２　「文化の薫る」まちづくりは本市における重要施策であると思うが、次の事項につい

て市長の考えを伺う。

⑴　「なぎさ公園」に存在する美しい多くの彫刻を観光的にアピールするため、「なぎ

さ彫刻公園」としてはどうか。

⑵　平成２１年度に開催される「第２４回国民文化祭・しずおか２００９」における本

市の事業について伺う。また、これを機に文化の薫るまちづくりを推し進めるべきと

考えるがいかがか。

⑶　市指定文化財「木下杢太郎生家」の保存改修の進捗状況を伺う。また、同記念館は

中心市街地における観光拠点として、その果たす役割は大きく、そのＰＲについて一

層の創意工夫をすべきと考えるがいかがか。

⑷　伊東市の指定文化財において、いまだ指定されていない無形民俗文化財についてど

のように考えているか。
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一　般　質　問　要　旨

議　員　　楠　田　一　男　　

１　ごみ処理有料化に対する住民への啓発について伺う。

２　本市が所有する樹木破砕機の有効活用及び「緑のリサイクル」の推進について伺う。

３　対島川からの流入水によるナガヤ八幡野店前の道路排水対策について伺う。
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一　般　質　問　要　旨

議　員　　鈴　木　克　政　　

１　観光施策について以下お伺いします。

⑴　伊東再生の３Ｋの一つに観光を挙げているが、その成果について

⑵　健康保養地づくりの取り組みについて

⑶　「旧旅館いな葉」保存への支援策について

２　「元気のある地域づくり応援事業」について、平成１９年度の自己評価と平成２０年

度実施への改善点についてお伺いします。
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一　般　質　問　要　旨

議　員　　佐　藤　美　音　　

１　市立市民病院の新築に向け、次の４点を伺う。

⑴　市民に愛され、信頼される病院の一層の充実に向け、新病院の建設構想の検討には、

市民代表を初め保健・福祉・医療の連携を図る立場などからの意見を大いに反映できる

よう、その場を確保し、十分時間をかけるべきではないか。

⑵　医療スタッフの安定的確保のため、県等の協力も得て、看護学校を併設すべきでは

ないか。

⑶　自治体病院として不採算部門などの引き受けは当然だが、後年度への負担を考慮し、

建設費用は必要最小限度に抑えるべきと考えるがどうか。

⑷　公立病院改革ガイドラインによる、新病院建設への影響はあるか。

２　生態系破壊や地球温暖化など、将来へ禍根を残さないごみ行政を進めるために、次の

３点を伺う。

⑴　燃やすごみの減量は急務。３月議会で答弁した公共施設の生ごみ堆肥化をどう具体

化するか。また、市全体としての生ごみ堆肥化の方針を急いで持つべきではないか。

⑵　３月議会で答弁した、ペットボトルを初め、プラスチック類のステーション回収を

具体化し、容器包装リサイクル法による、製造者責任での処理方法を生かせば、市の

負担軽減とともに、この点でも燃やすごみ減量化を大きく前進させられると考えるが

どうか。

⑶　ごみ減量は市民の協力が不可欠だが、市民にどう協力を求めていくか。
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一　般　質　問　要　旨

議　員　　浅　田　良　弘　　

１　学校給食のあり方について

　⑴　中学校給食実現に向け、先進的な取り組みに対する調査・検討の進捗状況について

伺う。

　⑵　地産地消の観点から、本市学校給食への食材導入について、その現状と今後の取り

組みを伺う。

２　新学習指導要領への移行期間中の本市対応について、教育長の見解を伺う。

３　障害者雇用の対策について

　⑴　公的機関における法定雇用率達成のための障害者雇用促進施策について伺う。

　⑵　熱海・伊東地区自立支援協議会の進め方及び活動について伺う。

４　本市が管理する市道の街路樹の整備について伺う。
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一　般　質　問　要　旨

議　員　　稲　葉　富士憲　　

１　耐震化されていない小・中学校の校舎等について、被害を最小に抑えるための対策を

どのようにとられているか伺う。

２　景観法に基づく景観計画の作成、条例の整備を今後どのように進めていくのか。また、

本市の景観をどのような姿にするのか、展望を伺う。

３　環境美化センターごみ焼却炉の改修計画の概要を伺う。

４　本市が主催する各種観光イベントの廃止を含む見直しは、どのように行っているのか

伺う。
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一　般　質　問　要　旨

議　員　　重　岡　秀　子　　

１　富戸保育園の民間委託（２１年４月）を前に、改めて公立保育園の民営化の目的と問

題点を伺う。

　⑴　民営化は人件費を中心とした保育予算の削減がねらいと考えるが、その実際につい

て伺う。

⑵　「多様な保育」は公立保育園では実施できないのか。

⑶　２年間という民間委託の期間を設けた理由と、その間にすべきことは何か。

⑷　父母が最も心配している民間委託による保育内容の変化にどう対応していくのか。

保育士の研修や父母との懇談会などの実施が不可欠であり、行政の指導が必要と考え

るがどうか。

２　観光客がもっと歴史や文化に触れながら伊東温泉を歩けるような方策について伺う。

　⑴　杢太郎記念館、東海館、按針碑、なぎさ公園などの観光案内板を整備できないか。

⑵　杢太郎記念館などの案内パンフをホテル、旅館、観光案内所に置き、宣伝を強めた

らどうか。
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一　般　質　問　要　旨

議　員　　佐々木　　清　　

暮らしの基盤整備及び生活者にやさしいまちづくりに関し、以下のとおり質問させてい

ただきます。

１　暮らしの基盤整備について

⑴　食の安心・安全を確保することが観光都市として重要と考えるがいかがか。

⑵　各種団体の活性化と人材の確保・育成を目的とした産業会館を設置する考えはない

か。

⑶　生活産業の活性化と従業員のメンタルケアについて伺う。

２　生活者にやさしいまちづくりについて

⑴　生活弱者と呼ばれる人々の雇用について伺う。

⑵　農業など汗して働く場面を通じて新しいコミュニティーの創出を図るべきと考える

がいかがか。

⑶　伊東市の将来に向けて地域力を結集して教育全般に活力を与えることについて

　　①　学習指導要領の改訂に対する新教育長の考え方について伺う。

　　②　人材を育てる手段として社会教育の充実を図るべきと考えるがいかがか。

　　③　学校教育に地域の力を活用してはいかがか。
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一　般　質　問　要　旨

議　員　　大　島　春　之　　

国が推し進めている構造改革路線は格差と貧困を増大させ、市民の暮らしはますます厳

しくなってきました。特に高齢者の社会保障について次の４点をお伺いする。

１　後期高齢者医療制度の保険料の年金天引き、医療給付の削減、資格証明書の発行など

高齢者いじめのさまざまな問題を抱えているが、市はどのように対応しているか伺う。

また、国に対し後期高齢者医療制度の廃止を求めるべきだと考えるがいかがか。

２　６５歳以上の高齢者世帯の国民健康保険の年金天引きや、予定されている７０歳以上

の高齢者の病院窓口負担の２割をやめさせるよう国に求めるべきだと考えるが、いかが

か。

３　介護保険の利用料の減免制度の創設や、来年度予定されている介護保険料の見直しは

見送るべきだと考えるがいかがか。また、介護報酬の見直しが保険料に連動しないよう

対策を講じるべきではないか伺う。

４　最後のセーフティネットとしての生活保護制度を周知すべきだと考えるがいかがか。
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